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田
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新
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彦
ぐ
る
ー
ぷ 

 
沖
﨑
𠮷
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今
年
、
不
動
峠
地
蔵
堂
再
建
５
周
年
を
迎
え
る
に
当
た
り
、
不
動
峠
地
蔵
堂

保
存
会
の
主
催
に
よ
り
「
北
山
郷
・
不
動
峠
の
街
道
を
語
る
会
」
が
開
催
さ
れ

た
。
当
日
は
公
民
館
で
準
備
さ
れ
た
席
で
は
足
り
な
く
な
る
ほ
ど
の
聴
講
者
が

参
加
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
語
り
手
も
熱
の
こ
も
っ
た
語
り
と
な
っ
た
。 

１
部
で
は
不
動
峠
地
蔵
堂
保
存
会
の
山
本
さ
ん
か
ら
「
筏
師
と
不
動
峠
」 

２
部
で
は
熊
野
修
験
の
柴
田
さ
ん
・
成
田
さ
ん
か
ら
「
実
利
行
者
と
下
北
山
村

の
村
民
と
の
関
わ
り
」 

３
部
で
は
当
ぐ
る
ー
ぷ
世
話
人
代
表
の
沖
﨑
か
ら
「
大
峯
奥
駈
道
を
守
る
活

動
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
語
り
が
行
わ
た
。 

 

ま
た
、
会
場
に
は
下
北
山
村
の
筏
、
索
道
な
ど
の
写
真
パ
ネ
ル
及
び
詩
画
集

の
原
画
展
示
も
行
わ
れ
て
い
た
。 

な
お
、
不
動
峠
地
蔵
堂
保
存
会
で
は
１
１
月
２
３
日
（
日
）
に
桑
原
田
戸
口

登
山
口
か
ら
不
動
峠
地
蔵
堂
を
往
復
す
る
「
不
動
峠
を
歩
く
会
」
を
企
画
し
て

お
り
、
奮
っ
て
ご
参
加
い
た
だ
き
た
い
と
の
お
知
ら
せ
が
あ
っ
た
。 
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大
江
加
予
子
、
大
江
徳
子
、
畑
林
秀
味
、
濱
野
兼
吉
、
松
本
吉
殖
、
森
奈
良

好
、
須
崎
由
香
、
湯
川
一
郎
、
生
熊
敏
男
、
生
熊
千
満
子
、
阪
口
雄
二
、
上
村



洋
司
、
上
村
和
美
、
山
川
自
知
、
杉
本
和
巳
、
高
階
美
根
子
、
山
口
泰
宏
、
榊

本
真
仁
、
梶
野
照
雄
、
坂
野
良 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

２
０
名 

 

◇
追
記
（
不
動
峠
へ
の
登
山
道
の
状
況
に
つ
い
て
） 

 

 

当
日
、
阪
口
雄
二
さ
ん
が
七
色
側
（
不
動
峠
ト
ン
ネ
ル
手
前
の
林
道
分
岐
）

か
ら
不
動
峠
を
往
復
さ
れ
、
以
下
の
通
り
情
報
提
供
が
あ
り
ま
し
た
。 

・
登
山
道
は
荒
れ
気
味
で
、
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
を
要
す
る
倒
木
が
４
本
あ
り
、
道

中
、
熊
の
爪
痕
も
見
受
け
ら
れ
た
。
阪
口
さ
ん
の
歩
か
れ
る
速
さ
で
、
上
り
４

５
分
下
り
３
０
分
を
要
し
た
と
の
こ
と
で
す
。 

（
記
；
湯
川
） 

 
 

 
 

 


